
（別紙３）

～ 令和7年1月15日

（対象者数） 1３家庭 （回答者数） １２家庭

～ 令和7年1月15日

（対象者数） ４名 （回答者数） ４名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・家庭での取り組みを訪問先とも共有しながら、訪問先

　でもできることを提案していきたいと思います

2

・今後も訪問先における適切なアドバイスができる技量を

　高め、様々な相談に応じることができる取り組みを強化

　していきます

3

　

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・支援会議の場を持てるよう関係機関に働きかけ、話し合

　いの時間の確保について検討していきます

・家庭、訪問先への間接支援を充実させ、周囲の方々と上

　手く関わったり、生活や活動が充実する工夫を提案できる

　方法を学んでいきます

・訪問頻度や訪問時間を調整し、信頼関係を築くことに努

　めます

2

3

○従業者評価実施期間

○事業所名 　米沢市立ひまわり学園　(保育所等訪問支援事業）

○保護者評価実施期間
令和6年12月2日

○保護者評価有効回答数

令和6年12月2日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年1月20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・訪問先との話し合いの時間の確保 ・訪問先の活動や授業を優先と考え、どのように話し合いの

　時間を設けていくかが課題です

・訪問後の報告面談を通して、家庭での関わり方など

　保護者の方と一緒に考えていくことができている

・家庭での様子を聞きながら、スモールステップで、でき

　そうなことを提案し、やってみてどうだったかをお聞き

　しながら進めています

・スーパーバイズを基に様々な相談に応じることが

　できている

・児童発達支援利用児以外の受け入れも行い、信頼関係構

　築を丁寧におこなうようにしています

・保育所等訪問の報告以外の相談、きょうだい支援などの

　相談にも対応させていただいています

事業所における自己評価総括表公表


